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、
最
近
で
は
ィ
ン
ド•

パ
キ
ス
タ
ン
両
国
間
の
武
力
衝
突
等
、
 

国
際
的
な
危
機
の
耍
因
は
益
々
深
ま
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。
ベ
ト

ナ
ム
問
題 

に
し
ろ
、
あ
る
い
は
ィ
ン
ド
.
パ
キ
ス
タ
ン
紛
爭
に
し
ろ
、
た
ん
な
る
局
地
的 

な
取
態
で
な
い
こ
と
は
、
事
態
そ
の
も
の
の
進
展
が
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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執
し
、
孤
立
し
、
分
極
化
を
強
め
て
い
く
よ
う
で
は
，
こ
れ 

ら
の
事
態
の
本
質
を
科
学
的
に
と
ら
え
、
訴
え
て
ゆ
く
と
い
う
作
業
を
お
し
す 

す
め
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
研
究
者
で 

あ
る
が
ゆ
え
に
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、

つ
ね
に
一
歩
の
い
て
' 

を
撕
办
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も
の
を
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
見
解
は
、
や
や
も
す
れ
ば
間
題
解
明
の
努 

义
に
バ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
て
し
ま
う
結
梁
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
い
ま
の
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階
は
，
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の
落
観
的
分
析
だ
け
が
耍
求
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
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た
、
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わ
は
研
究
者
と
し
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の
学
問
的
な
分
析
力
が
、
大
衆
に
ど
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だ
け
浸
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力
を
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っ
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る
か
を
試
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い
る
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で
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、
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か
え
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ば
*
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の
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來
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研
究
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が
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的
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に
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各
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臨
ん
で
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る
か
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、
注
视
さ
れ
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と
き
で
あ
る
。
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ま
や
、
社
会
科
学
者 

が
窮
極
的
に
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つ
べ
き
*「

人
間
性」

を
、
わ
れ
わ
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が
日
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ろ
の
研
究
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の 

う
ち
に
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か
に
货
い
て
い
る
か
を
、
深
く
反
劣
し
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み
る
と
き
で
あ
る
。
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